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詳細シミュレーション用CSV作成について

取次店
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●ダウンロードしたファイルを開くと、1行目～12行目には説明書きが記載してあります。

●この資料ではこの内容について解説しておりますので、削除して問題ありません。

ファイルの構成について
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●A1セルには供給地点特定番号を記入してください。(例：999999999999999000000）

※このセルは文字列に変更する必要があります。

1行目について



4

●A行：対象年月（YYYYMM）を入力してください。（例：202401）

●B行：検針日（YYYYMMDD）を入力してください。（例：20240115）

●C行：契約電力を入力してください。単位も必要です。（例：40A）

2行目について -①
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●D行：力率を入力してください。この項目は省略可能です。（例：0.85）

●E行：使用日数を入力してください。（例：31）

●F行：算定期間の使用電力を入力してください（例：149）

2行目について -②
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●A行：計器番号を入力してください。この項目は省略可能です。 （例：A000000000）

●B行：対象年月日（YYYYMMDD）を入力してください。（例：20231210）

●C行以降：30分使用量を入力してください。00時00分をC行に入力し、30分ずつ入力してください。

3行目について
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●入力形式は3行目と同じです。

●B列の対象年月日と、C列以降の使用量を1行ずつ入力していってください。

4行目以降について
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●2行目と同じ書式で新しい対象年月を入力してください。

●次の行からは同じように計器番号・対象年月日・30分使用量を入力していってください。

対象年月が複数ある場合
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●外部よりCSV提供を受けて用意してあるものの、縦軸が時間・横軸が日付になっている場合、
変換ツールを使用することができまず。

●申込（CSVアップロード）ページにダウンロードリンクがありますのでご活用ください。

CSVファイル変換ツールについて -①
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●A2セルにシミュレーションをしたい期間の初日を入力してください。

●以降の日付は自動で入力されます。

●C列に実際の電気使用量（kWh）を入力していきます。時刻コードは
1が00:00~00:30 2が00:30~01:00 ・・・となっていますので、ご注意ください。

CSVファイル変換ツールについて -②
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●日付と電気使用量の入力が完了したら”並替”シートに切り替えてください。

●縦軸と横軸が入れ替わったシートが表示されますので、コピーしてご利用ください。

●そのまま貼り付けしますと数式になってしまいますので、値のみ貼り付けをご利用ください。

CSVファイル変換ツールについて -③
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